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サッチャーナンディ_， (TIllTS.IぽNANDI)

17.八腫の受具足戒について

聖なる比丘となる受具足戒には、善来比丘得具足戒 (ehi抽幽明細I酬 a)、三帰得具足戒

切咽伊国蜘sampada)、受教謝尋具足戒 (0由均岬留曲頃pasa刷 a)、問者封尋具足戒

恒雄JaV持kararJ恥姐I明00)、受重法得具足戒切udhamm符噸留訪問卑脂血胆da)、遣断専具足

戒(価回初S血凶)、w¥語専具足戒(哨町制同糊npada)、自四掲輯穎足戒

包師団雌雄副凶加田明00)の八腫ある2。故に律波羅夷醸註(Cs:I，p.2061PIS:I，p.241)3に

おいて、

I詳しく言えば、聖なる比丘となること比「来たれ、比丘よ」という釈尊からの言

葉によって聖なる比丘となること、三帰依によって聖なる比丘となること、教誠を

受けて聖なる比丘となること、問答に答えることによって聖なる比丘となること、

重法を受けて聖なる比丘となること、使者によって聖なる比丘となること、八度調

磨を唱えることによって聖なる比丘となること(あるいは、白四掲磨を二度するこ

とによって聖なる比丘となること)、白匹閥磨によって聖なる比丘となることとの八

種があるJ4 

1本論文は本語揃号繍25弓に掲載した「ミャンマ一国家僧統委員会編『比丘尼についての裁定資料』

切崩均踊ゆZ鼠町四b伽)翻駅と注蝉 (前篇)Jに続く完結編である。同文献の成立の経緯や目次など

の詳細はそちらを参照されたい。

Z 八種の受具足戒の漢訳語は、噌.~律毘婆沙』巻七(T24.P718b)に概ね従った。

3律を「波羅夷都」・「波逸提部」・rQ鍵度菌防大品j・rc楊度冊小品J・明随lの五部に分けた場合の第一
部を指す。この律の五器購減については、後註26を参鳳

4 ay.:耐1明舗lllPIda由国哨町曲由首脳向lISaII明届，盟百羽伊I回開副司凶，OY油開割咽伊即事曲，
paflbav戸畑頑伊SIIII明æ，~叫四m略副館haQii戸錨npidã，<h加耳目伊sar司副，柑主avãcikfr戸sarnpidã，
盟副伺血組閣也mmii伊SIIII胆dati.
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と説かれている。その八腫には、

1. r来た払比丘よJ(，出bhi幽ru)というただ釈尊からの言葉によって聖なる比丘となること
は、善来比丘得具足戒である。(律波羅夷部註弛nCs: p.205/ PTS: p240) 

2. r仏陀に帰依します」などヨ需依を三回唱えることによって聖なる比丘となることは、三帰
得具足戒である。(律波羅夷部註¥bl.lCs:p.206/PTS:p241) 

3. 大諸鴎崇字音のように、「それゆえ、カッサパよ、そなたはこのように学ぶべきです。「私に

は、長老たちに対しても、菊惨者たちに対しても、中堅者たちに対しても漸塊が厳しく確立

するであろう」と。カッサパよ、そなたはこのように学ぶべきですJ5などの教誠を受けるこ

とによって聖なる比丘となることは、受教謝尋具足戒である。(律波羅夷苗註弛nCs:

再 2品207/PTS: pp.241-242) 

4. 沙弥ソーパーカ(&咽ka)のように、問答に答えることによって聖なる比丘となることは、

問鶴具足戒である。(衛構騨註油nCs:p.207/ PTS:p.242) 

5. 養母ゴータミーのように、八重法を受けることによって聖なる比丘となることは、受重法

得具足戒である。(律波羅夷部証、bl.l臼:p却す'/PTS: p.242) 

6. アッダカーシー(AQQha同si)という遊女のように、使者によって聖なる比丘となることは

遣使得具足戒である。(待披羅夷部註油nCs:p却す'/PTS:p242)(律小品。:p.4711円'8:

p.277) 

7. 比丘尼僧伽から白四掲磨を一度、比丘僧伽から白四掲磨を一度と、八度の掲磨によって具

足戒を受けて聖なる比丘となることは、以八言笥尋具足戒である。(律波羅夷部註弛UCs:

p.207/PTS:p242) 

8. 現代の比丘たちのように、白四掲磨によって聖なる比丘となることは、白匹蝿鞘尋具足戒

である。併殺羅夷部註¥bl.lCs苧207/PTS:p.242) 

5 1asrr創hateka瑚興町別1剖脳血fuuptiblmp me凶'()tthaPJmP戸回明刷凶p.bhaviss!泊也置四mve釦

m初}首m四幅「傍告迩昆汝酎腿撃言。動を上中下坐震断恥J 陪見律毘翻~J 巻七ぐJ':24.p.71幼)。

このSPの言謎は、相a;部経典因縁篇鴎五カッサノ咽応第11r:衣経(印四胸，)J (:倒II.Cs:p.420/ PfS: 

p221)に基つhており、訳文は片山一良 [2014]pp. 279-280による。なお、佐藤密雄『原始仏教教団の研

究j(第三章比丘の入団と依止)を参鳳
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これらハ腫の受具足戒は、初1mO伽 IIm吻 ii-A!!lu胸踊6‘lhiI1仰腕lnga-fi制御前:iCs:p.316にも

示されている。その誼親書における、

「それら受具足戒において、白匹賜鞘尋具足戒・遣脳尋具足戒・以/唱笥尋具足戒と

いう三種だけが常法であり、それ以外の受具足戒は釈尊が生きておられた時だけに

あったものであるJ7 

という一節だけ料株である80 (釈尊が腕呈繋された後は、残りの受具足戒は存在しない。)

18.比丘尼による匹種の受具足戒

上記のハ腫の受具足戒の中、

1.受重出尋具足戒ゆ岨1llIIIIll卵割m咋幽I胆da)

2.遣使得具足戒(也回骨髄却明da)

3.以局部専具足戒(柚M品恥san耳凶a)

4.白四掲鞘顎足戒側副雌1脳 mn恥 an側五)

という匹腫の受具足戒のみが比丘尼たちと関係するものである。残りの匹腫は比丘尼たちと

関係しない。

比丘尼と関係する四種の受具足戒は以下の通り。

1. 受重出尋具足戒は、養母ゴータミーのためだけに許可された受具足戒である。

2. 遣使得具足戒も、アッダカーシーのためだけに許可された受具足戒で、あるという。しか

しながら、 sanu加畑航吻1i-a!抑制隔p.316に、

6これは論議中の『分'}:jl職](助ル抗tga)に対するプ、ツダゴーサの註釈である。

7笛sap.勉組叫雌l3kammii戸san胆di，m加古伊阻明di，司恒v量ciku伊S!IlllPIdi組町歯也回羽世動加え闘abuddhe

め踊宜歯町田13aheswp.

8この晶柵回加告脱却M紡ぬ'1Ihiiにおいて、以八謡尋具足戒だけではなく、白四潟鞘尋具足戒およ出量使得

具足戒の二種の受具足戒を含めた三種の受具を仏滅後の常法であるとされている点は、僧統が仏滅後にお

けるE載な比丘尼の受具はただ以八五百縛具足戒のみであるとする見解と食い違うものであり、故に{首腕は

「特殊であるjとここで指摘している。
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「それら受具足戒において、白匹賜庸尋具足戒・遣使得具足戒.J;Jj¥謡尋具足戒と

いう三種だけが常法であり、それ以外の受具足戒は釈尊が生きておられた時だけに

あったものである」

と説かれてあるから、アッダカーシーと同様の事件が起こらなかったために他の遣使得具足戒

による比丘尼たちは存在しなかったが、もし同様の事件が起きていたならぽ他にも遣儲尋具足

戒による比丘尼があったであろうと思われる。

3. 以/唱笥尋具足戒とは、受重出尋具足戒による養母ゴータミーと、養母ゴータミーと共に宮

殿を出た、比丘単制曽受具による釈女五百人の比丘尼を除いた、全ての比丘尼に許可され

た受具足戒である。

4. 白四掲廟尋具足戒には、比丘たちのための白四掲廟尋具足戒と比丘尼たちのための自四掲

磨得具足戒との二種がある。

ここでは、比丘尼たちの白四掲廟尋具足戒だけを意味する。この比丘尼たちの白四掲麟顎足

戒は養母ゴータミーと共に宮殿を出た釈女五百人の比丘尼のために許可された受具足戒である。

肌比丘尼僧伽

釈尊は、養母マハーパジ、ヤーパティー・ゴータミーの悲願によって、教えのもとで女人が比丘

尼となることの許可を与えられた。以降側肱を始め、バラモンなど四姓から多くの出家を希

求する女人たちが教えに入って比丘尼となって、マハーパジャーパティー・ゴータミー

⑪倒1相jヰ閣-~蜘副長老尼ケーマ一個1叫)長老尽ウツノfラヴアンナー (u刑制耐)

長老尼、バターチャーリー@噸謝)長老尼、 Y鎚d凶(ヤソーダラー)長老尼など、阿羅漢長

老尼たちと共に千人万人を超える比丘尼たちが生み出されて、比丘尼教団は非常に盛んであった。

20.比丘尼僧伽の衰退

釈尊が献呈紫された後に行われた第一結集・第二結集において、比丘尼について示されること

がなかったため、当時の比丘尼教団の様相がいかなるものであったかをはっきり知ることが出来

ない。しかし、アソーカ(品伽)王の時代釈尊浬繋後235年に第三結集料子われた後、九つ

の国・地域へ仙教訓云えられた。そのうち三ヶ国において比丘尼のことが述べら払残りの六つ

の国・地域においては比丘尼のことが述べられていないため、当時すでに比丘尼教団が衰退して
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いたということ治事胡tされる九

21.アパランタ(Apa咽ぼりにおける比丘尼僧伽

アソーカ王時代、仏滅後 235年に第三結集が行われた後、大徳モッガリプッタティッサ

伽静如雌翻)長老が伝道させた九つの国・地域のうち、比丘尼たちが生じたのは1.アパ

ランタ仏凹醐1)2スヴァンナプーミ(SUVIII}Q剥曲凶)3.スリランカ(SriLar曲)だけであっ

た。

そのうち、アパランタへはヨーナカダンマラッキタ(Y<α叫adhammar法嗣匂)長老を主とした

伝道者らが赴いた。ヨーナカダンマラッキタ長老は 『火焔喰経JG健制加d呼朋僻&駒.)11を

説か払七万の人々がその説法を聴いた。その中、王族から男性千人が比丘となり、比丘尼とな

った女性が六千人を超えたということを、律波羅夷部註(Cs:J，p.5α円'8:J，p.67)では、

「ヨーナカダンマラッキタ長老もアパランタに行き、『火焔輸経をアパランタの国民

たちに説き聞かせて信受させ、七万の人々に法の甘露を飲ませた。王族だけからで

も男性千人ゑ油家した。六千人を超える女性らも出家した。J12 

と伝えている。「王族からさえ男性千人が出家した」と述べられているため、他の様々な族姓か

らも多くの男性らが仕嫁したのであろう。女世六千人以上が出家するに際し、どんな比丘尼カ発t

いて女性を仕康させたのか、比丘尼教団がどれほどの期間存続したのかなどは述べられていない。

故に、アパランタでの比丘尼の語訴は長く住せす驚期間て滅びたと思われる13。

9波羅夷部註(、1011.Cs: pp. 50-721円'S:pp.67~渇)

10 A阿置血とは「西の果て」の意で、西インドあるいはインドから西側の地方を差す語。

11 r増支部経典』仏晦胸m-n畑ya)VII.η， cs: p.495/PI'S: p.128 
12 Y'四時adhammaI雄副制問。向醐白畑町l~量a銘制也mdhopunaa脚血凶盛ya司副雌e戸録制V量
調制相羽剖凶副d町田曲醐11lj:物語，k1叫削加蜘vaIUisa幽蝿叩脱却m釦，sa品価cacha
旭国同踊国

13このように考えるのには根拠掛薄弱であって実に短絡的であるが、ミャンマーの僧航の学僧らはそのよう

に考えている。以下も同様である。
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22.スヴァンナプーミ (s町珂胆bh血凶14)における比丘尼僧伽

伝道した九つの国・地械のうち、スヴアンナブーミに此ヒ丘尼教団があった。スヴアンナブー

ミへ伝道したのはソーナ(加盟)長老とウッタラ (u阻a)長老を主とした一団であった。長老ら

はスヴァンナプーミにて、王族として生まれた赤子を食べるという悪鬼を追い払い、集まってき

た人々に『瑚軽](Brah岬 ila-Sutta)15を説いて三帰依および受戒させた。また、その詰怯によ

って六万人の人々が聖者となった。そして、若い男子三千五百人と若い女人千五百人とが出家し

た。これについて、律波羅夷剖駐(同UCs押>.51・521PTS押 .68-69)では、

「ソーナ長老もウッタラ長老と共にスヴアンナプーミに行った。そこで集まってき

た多くの人々に閉蕪経』を説いて信受させ、帰依させ、受戒させた。また、六万

人の人々は法を現観し、若い男子三千五百人と若い女人千五百人が出家したJ16 

と述べられてし唱。

ソーナ長老とウッタラ長老がスヴアンナブーミへと伝道したのは、仏滅後235年を経た時のこ

とであり、スヴアンナブーミには比丘尼千五百人があったことカ述べられている。スヴァンナブ

ーミにおける比丘尼教団について詳しく証撮した資料がないため、スヴアンナプーミにおいても

比丘尼の湖船主長く存続せず、短期間で消滅したと思われる。

23.スリランカ(La肱通情)3)における比丘尼僧伽

在通した九つの国・柑或のうち、比丘尼僧伽カ濠も栄えたのはスリランカであった。そこへ伝

道に赴いたのは、マヒンダ⑪伝凶由)長老を主とした一団であった。

「マヒンダ長老は、イッティヤ(尉戸)長老・ウッティヤ(Uttiy.l)長老・パッダサー

ラ (Bha抽 sala)長老・サンパラ(加蜘l心長老・サンガミッター(加柑阻甑)(長

老尼)の息子沙弥スマナ (Sumaoa)・マヒンタ哀老の甥で不還であった優婆畠fンド

14 ミャンマーにおける伝説では、SUVannabI曲凶とは現在のミャンマーのことであって、特にM∞州TI国四

であったと考えられている。

15 DNlCs: p.l/PfS: p.l 
16 S岨蜘咽s岨町1ut凶抽聞nsuva抑出血lpa伊岨si，tasar町切組mye組問同町H噸戸雌戸m
凶 nnaj砲副加盟法説場ya戸婦制帰館初閣ca姐蜘caJll岬向悶，証柑risaha崎町戸醐血d四m酎lisamayo
油叫知h晶柏町a劫19街並saha泊重帥同IIP&J，kUIadI曲師偽叫φd脳細P
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ゥカ@加時血)と共に、仏滅後236年Nayml7の満月の日、スリランカはアヌラー

ダプラ(Anur姐13PUIa)の東にあるミッサカら伽山)山(後年チェティヤ(仁胤戸)

山と呼ぱ払現在はマヒンダレω岨由剖ay)山と呼ばれている)に行き、四万人の従
者と共に森遊びに来ていたスリランカの王デーヴァーナンピヤティッサ

(r加畑耳元同瑚)に、『小象跡腕](Cüja加'hi~附仰俗、S'u加，) 18を説いた。する

と、四万人の従者とデーヴァーナンヒ。ヤテイツサ王は(也教に)帰依した。J(律波羅

夷部註¥bI..I白押泣・59/PfS押.70-80)

(33) 

翌日(陥m 満月の次の日)、マヒンダ長老らは、アヌラーダフ。ラに行って宮殿の中で『餓鬼

事](A僻陶加)、『天宮事J(JIinゆ俳陶'hu)、(r相厨隊韻』の)i;諦相応」伽閣制醐)な

どを説かれた。そこで五百人の女人らが預斑9となった。

これについて律波羅夷部註(、bl.lCs押.59-(渇I/PfS押.叫81)には、

i(マヒンダヲ長老は食事が終わると王と従者に法宝の雨を降らせて、『餓鬼事』、

『天宮朝、「諦榔tJを説いた。長老のその説法を聞いて、それら五百人の女人ら

が預詐課を琴証した。」却

とのみ述べられている。

『大知怖財閥in腕前仰，)21 p.214には、マヒンダ長老カ部で説法された時、アヌラ一夫人

(血叫誠司も五百人の女人らと共に説法を聴聞して預言F謀を得た、と述べられている。そのよ

うに七日眠法を説いた後には、八千五百の人々カ望者になったという。

マヒンダ長老らが着いて三日後制ayon満月の二日俗、マハーメーガヴァナ(抽出時鴎湖国)

園を布施したときに地震があったことが、律波羅夷部註(¥bI..1臼:pp.制I/PfS:pp.81-82)に述べ

られている。『大史Jp.217には、その園を布施する式典において、長老の説法を聴いたアヌラー

17 ミャンマー暦で、三月のこと。

18 r中部経典.J(地並凶na~凶均百)第27経Cs: I， p2321PfS: I， p.l75 

19 So伽m 四双八輩のうち最初の場也この位以上に至った者地塑者と言われる。預流を含めた聖者の位

には四つの境地があり、それぞれに向加担)と果(向Ia)との二種がある。その故に四双八輩と言わ

れる。

却廿悶oBha伽組α云四弱neranno saptrijanassa dl町nmar砲 m羽瑚lp羽ssenω戸羽羽雌DJlll吋m面aVl姐DJlll
鈎明S311lYl曲ncakath閤，卸p甘沼部sadhamrr凶闇narp師、唖街並戸ncapi副首s緬国鉛包阿tipha加11saccl剖GIIJISU

21 M耐 win既成加は『大史J.Aゐ焔糊仰のミャンマ一語訳の名利?である。
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夫人と女性五百人らは、一来果立を得たと述べられている。雨安居の時期に世づいた時、アリッ

タ仏岬111)の兄弟五十五人は、マヒンダ長老のもとで仕康するため髪を剃るやいなや時監菓果

匁を得たので、チェティヤ山で阿羅漢六十二人Mが(スリランカにおける)最初の雨安居に入っ

た。(律波羅夷部註¥bI.ICs:p.611PIS苧.但)

雨安居を終えた時、デーヴァーナンピヤティッサ王はマヒンダ長老の指示によって、釈尊の右

鎖骨の舎利を納めるための詞嘗宅建てた。その時、その右鎖骨の餅IJに不思議な加滞ってい

ることを認めて出家した人々が、およそ三万人あった。

律波羅夷部註(功UCs押.創，7/PIS押.84-91)

調堂カ漣てられた後、デーヴァーナンヒ・ャティッサ王の弟であるマハーナーガ⑪帥盈喝罪)太

守の妻であったアヌラ一夫人が出家を望んで王にそれを願い出た。そこで王はそれをマヒンダ長

老に、「大鋸よ、アヌラ一夫人が出家を望んでおります。どうかアヌラ一夫人の出家をお認め下

さいJと懇願すると、マヒンダ長老は「王よ、私たちが女性を出家させることは仕球ない。パー

タリプトラ@刷取蜘)にいる私の妹サンガミッター長老尼を呼r.f，その際に釈尊の菩提樹も持

って来るように手紙を出せば良いであろうjと答えた。

そこでデーヴァーナンヒ。ヤティッサ王は、菩提樹と共にサンガミッター長老尼を連れてくるよ

うにと、自分の甥アリッタを公使として送った。そしてアヌラ一夫人は、王女五百人・女官五百

人と共に十戒を護持して袈裟衣を着て、街の一角に寺院を建てさせて住むようになった。

アリッタ公使は、バータリプトラに行ってアソーカ王に事情を伝え、書提樹と共にサンガミッ

ター長老尼を連れて来たこと民波羅夷部註釈書(¥bl.l臼:即，.67・74/凹"8:即訓ー1ω)において詳

しく述べられている。しかしながら、アヌラ一夫人の出家については特に述べられていない。『大

2 匂kada酔由哨凶a四双八輩の第二位。阿羅漢の境地を未だ得ずに人としての生を終えたとしても、ただ一

度だけ再び人として生まれ変わった後には必す澗羅漢果を得るとされることから、一来と漢訳される。

23 AIahar吋JaIa.四万uv_輩の第四位阿羅漢果に至った者はその人生を終えた後、いかなる生も再び受けるこ

と無く、生現輪廻から完全に解脱した者とされる。「供養を受けるに相応しい者」とされることから、応供

とも漢訳される。

H 波羅夷註をミャンマ一語訳した「波羅夷論複註』ωu劫縁由)には、アリッタの兄弟五十五人にマヒンダ
長老を含めた七人を足して六十二人になったかもしれないと示している。また、バンドゥカ優婆塞はまだ

不還であったが、多数である阿羅漢を優先して阿羅漢六十二人というのであると述べている地え沙弥スマ

ナについては何も言っていない。

2 哨.ya.仏像や仏舎利などを納めて宇[jfする札価恥匂畑本格婆)とは異なって、人などが出入りするこ

とが出来る淳朝錨鎖匁なお、ミャンマーでは剖y司も佃paも一様にP酬と呼称される。
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史』品ゐ幅削inll岬ゐI.pお8には「アヌラ一夫人は、侍者の女性千人と共に、サンガミッター長老

尼のもとで出家し、まもなく阿羅漢果を得た」と記されている。

スリランカにおいて比丘尼教団が最も繁栄していたことを、『島史』ι駒 1明間)第18章では、

「サンガミッター長老尼、ウッタラー (0蜘宮)長老尼などの長老尼たちは、贈部洲

。町古拙F鼠)からスリランカ吋子き、釈尊の教えが永く存続することを望んで、ア

ヌラーダプラ(Anur姐時四)で五種の待野と七穫のアピ、ダンマ幻を教えた。律に精

通し智慧の働1たサッダンマー(匂組閣na)長老尼・ナンディカ一例制同)長老

尼・ソーマー(伽na)長老尼・ギリディーパー(脳相)長老尼・ダーシカー

儲踊)長老尼・ダンマパーラーω凶mm刷亘)長老尼などや、偉大な智慧あっ
て律に捕直して智慧の優れたドゥタヴァータゃー ωh由治da)長老尼・マヒラー
。倒曲)長老尼・ソーパナー(抽出na)長老尼・ダンマターパサー

(Dh卸m編戸sa)長老尼・ナラミッタ一例arami偏)長老尼・サーター(留信)長老

尼・カーリー(函li)長老尼などは、スリランカで比丘尼となった者たちで、ある。チ

ューラナーガー(臼抑aga)長老尼・夕、、ッター在湖毎)長老尼・ソーナー (s姻)長

老尼・アピンニャーター(Abhi貨踊)長老尼・サンノ、ー (s柑Ja)長老尼・ガミカ

(伽nika)公使の娘であるマハーティッサマーら倒副ssan副長老尼・チューラス

マナー(臼恒国盟副長老尼・マノ、ースマナー⑪組曲UmaI副長老尼・マハーカー

リー⑪倒1泳君事)長老尼などは、偉大な智慧があってローハナ仮池町a)おにおいて

徳ある人とされた。アビンニャータ-(Abl幽拍)長老尼とサムッダー(加叫a)

長老尼の二人は特に律に厳しいと言われた。それら全ての長老尼たちは大火炎のよ

うに輝き般浬繋に至ったJ

と伝えている。繍11偶~第42偶までの概略)

そのように、『島知には、スリランカで、の比丘尼教団において有名で、あった比丘尼らの名が

泊五種の律仮出泡四叩)とは、施可b却時「波羅夷部d=波羅夷・僧残 (SIII帽耐蜘)・不定

(副同)・捨堕ω姐卵)、同制ya長特「波遡締」胡観・提舎尼紳帥伽)・衆学
(甜明)、刷蜘眼(鍵度部「大品，J)、 C耐W鰐(健度部「小品J)、加幅 (1附舵)という、

Vmaya予但ka(r衛歳nを構成する五種の内容。
27 S細 abhidhamn:乱Dharrunasa晦緬 (r法集論.1)、Vilila噌 (r分刑議.1)、 D国且刷語 (r界説J)、

pu翻 l明雌副 (r人施設論1)、Katl量四血(陪縛01)、Yan幽 (r双論1)、同帥la(r発趣論1)という、

A凶idl四mna-pr陣a~街齢を構成する七種の典籍。

却古代スリランカの南東現地方の時称。
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伝えられている。しかし、その比丘尼の湖脚5いつ暖絶えたかということは述べられていない。

24.比丘尼の法脈の断絶

アソーカ時代後半、中国ω吋凶m血a)おにおいて、大衆部(恥雌曲町場rika)や説一切有部
(sめ凶lIvada)なと様々な部派の影響によって、上座部(百四曲)という材刀の仏教は中国

に住み続けることが仕凍なくなり、中国から離れて外に出た。その頃から、中国インドにおける

比丘尼の湖脚2断絶したと考えられる。

スリランカにおいて仏滅後4∞年を過ぎた頃、ヴァッタガーマニ・アパヤ(弛似~-Ab加戸)

が王位についてから五ヶ月ほどの時、ブラフマナ・ティッサ価由naI)姐s;a)という盗賊による

大きな被害があった。その盗賊ブラフマナ・ティッサによる被害カ1起きている時、七人のダミラ

(r加首la)加が軍勢を引き連れて戦争が仕掛けられた。その時、スリランカでは、戦争の災害

(羽世m翻ra-恒例問)・飢鍾の災害 (dubbhi胤四臨時停伊1)31が起き、比丘たちの一部はインドヘ渡

っていった。スリランカに残った比丘たちは山や森に逃吠入って葉や芋などで飢えをしのぎなが

ら、法蔵を絶やさないよう命がけで護った。

当時は比丘たちですらそのように困難な状態であったため、比丘に頼っていた比丘尼たちなら

ばなおさらのことだったであろう。

その戦争や飢鍾の災害によって、スリランカのパータラ村但h加を扉ma)の人々は、その村

に頼って生きていたナーガー(N頓)長老尼に知らせることなく、夜中に村を逃げ出してしまっ

た。ナーガー長老尼と比丘尼十二人は、朝になってから自分たちだけ取り残されたことカ扮かっ

たということが、『中部経典根本五十程註』ω1ulapaf1lJOSa-A抑制加)泊UICs:P2961凹'S:p.399、
『増支部経典剖切iguttara-A抑抑制油UII.Cs:p.93/ 凹句.197、『長部経典大品註~ (St蜘

Maha.唱 M 抑制刷Cs:p.l25/PTS:p.536など、て述べられている。

諸々の註釈書の他の置所においては、比丘尼たちはついて示されている時、同志ffiB人、千人

などと(明味に)述べられているが、ここでは十二人とはっきり述べられている。それによって、

比丘尼教団がどれほど'~~体化していたかを推測することが出来る。その比丘尼十二人以外に、比

丘尼というもの利也にあったであろうか?この十二人の低比丘尼の湖耐溌存したの判明で

29いわゆる佑教中国を指す。儲慌にとって釈尊が活躍された地伊血園周辺は世界の中心であった。

30タミル人ぐTamil)。おおよそドラヴィダ入に同じ。主に南インドに住する人々 。

31 仏教宇宙論では、一中劫の終わりに万兵(鈎伽蜘担ppl) ・疾疫~伊伽kaPJXI) ・飢箆

(dubb地khar蜘百七軒n)という三つの災害が起こるとさ払これを「小の三災」と称する。
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ある。

盗賊プラフマナ・ティッサによる危難治幣わってダミラたちを打ち負かした後、ヴァッタガー

マニ・アバヤ王が重酢して六年後(仏滅後450年)に、法蔵を貝葉(榔子の葉)に刻みつけるこ

とが命じら才kまた第四結集ヵマ子われた。

法蔵を貝葉に刻みつけることが命じら才kまた第四結集カ汗子われた時、ナーガー長老尼を主と

した比丘尼たちがまだ残っていた可能性があるため、仏滅後450年にはスリランカに比丘尼がま

だ存在していたと推測される武働機知年を超えたときには比丘尼の湖脚注く無かったと

いうことは砂確である320

25.比丘尼僧伽治報びた原因

比丘尼僧伽カ滅びた原因をはっきり述べることは容易ではない武

1. 比丘{酬は比丘尼倒防雫註することを好まないこと。

2. 比丘より比丘尼となることのほうがより医灘であること。

3. (.比丘尼の)学処が厳しいこと。

4. 比丘尼たちの学処が容易に犯されること。

5. 優婆塞・優婆夷からの支援が少ないこと。

6. {I融E団(拙噌lll-伊胆)カ扮裂して上座部という本初のイl教が謝料ヒすること。

7. 諸々の大災害が生じた際には比丘僧伽により守られないこと。

等の原因で比丘尼僧伽は消滅したのかもしれない。

l 比丘僧伽の中、ある大徳たちは比丘尼たちがあることを好ましく思、わなかった。

それを明らかにするには、第一結集後、

i(アーナンダは)小小戒を明らかにせず、(釈尊の)袈裟を踏弘(釈尊に)延命を請

わず、(釈尊の遺体を)女性に先に判汗させ、女性の出家を願い出たと責められた。J

33 

32ここでは何故それが明確であるのかの根拠が示されていない。

33 khodekoma必nnopeko由L品ichiny司芳ma凶n，

mar戸hanpyu，岡崎阿llnnutehl匂!y&1 pyit包w血

ミャンマ一語によって伝えられる、大徳アーナンダ地主仏語様、尊者マノ、ーカッサパによって批判された内

容を伝える詩倍。この偶は小品註をミャンマ一語訳した『小説綾註』に書請通れているが、傷の作者は不
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という詩情によって略して述べられているー

①刷、戒佃lI.Idairn.抽出血4凶喝凶a)について明瞭に伝えなかったこと。

②釈尊の袈裟衣を縫う時に足で踏んだこと。

①釈尊の遺体を女性に優先して抗罪させたこと。

④釈尊が暗示されたのに延命するよう請わなかったこと。

⑤女人が出家することを願い出たこと。

という、五つの点について長老たちがアーナンダを批判していることカ挙げられる。

上記の五つの捌知jの中、女人が出家することを願い出たことが含まれていることにより、比丘

僧伽の幾人かの長老らは、比丘尼カ帝在することを好ましく思っていなかったことカ湘られるの

である。律小品(Cs:p，絹6'PfS:p.289)には、

「アーナンダよ、お前は女人カ場噂の教えのもとで出家することを助けた。そのこと

は悪作である。それカ曹E作であると認めなさいJ34 

と述べられている。

そのように、比丘f蹴日は、比丘尼たち料註することを好ましく思っていなかったこと瓜

比丘尼僧伽が早く消滅したことの一因であったかもしれない。

2. 男性たちは出家を望んだならは(二十歳以上であれゆいつでも沙弥になって具足戒を

受け比丘になることが出来る。しかしながら、女性たちはそう容易になることが仕球ない。

比丘尼となりたい女性は、

(a) ます秒弥尼にならなければならない。

φ) 沙弥尼になった後、比丘尼僧伽から学の許可匂凶白血盟副)を受けなければならない。

(c) 比丘尼僧伽は、白二掲磨包創価ya加盟酷渦ca)によって学の許可を与えなければなら

ない。

(の学の許可を受けたならは不殺生戒・不倫盗戒・不淫戒・不妄語戒・不飲酒戒・不過中食

戒という六種の学処を二年鳳受持しなければならない。この式叉摩那の修行はなかな

か困難である。二年間、六種の学処を利Eであることは、並たいていの信心・欲求・努力

では無理である。もしその二年の聞に犯したならば与えられた学を乱したこと (dirm車場

明である。

M 律動l、品第十一「五百結集鍵度J:始祖耳元副刊soAnar血他畑加p，yaI1l同pm勤顧四期凶歯割碍脚叫随
dbamma泊uye戸枕司知passukkaIp掘si，必姐包111mホ也但IJl.
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s匙拙akl耳元信)によって、再び学処を受けていない者となる。

(の もし二年間有司Eであったならば、出家するために比丘尼僧伽から出離の許可(Vl柑歯Ul-

盟 rnnuti)を受けなければならない。

(f) 比丘尼僧伽は、白二掲磨によって出離の許可を与えなければならない。

(g) 出離の許可を受けた後、通側通りに、比丘尼僧伽から白四渇磨によって具足戒を受けな

ければならない0

(h) 比丘尼僧伽から具足戒を受けた後、比丘僧伽から白四掲磨によって具足戒を受けなけれ

ばならない。そうして初めて比丘尼となる。(律波逸提Cs:pp.419-4221PfS:pp.319・321;律

小品白押.463-467/PfS押.271・275)

以上のように、比丘になることより比丘尼になることのほうがより困難であったとい

うことも、比丘尼僧伽が早く消滅したことの一因であったかもしれない。

また比丘たちは、自らのもとで、出家を望む男性らの数を問わず巨散の限定も無し

に、好きなだけ百人千人を超えたとしても出家させることが出来る。一方、比丘尼たち

は、自らのもとで、出家を望む女性を隔年でただ一人だけ出家させることが出来る。そ

のようなことから、比丘尼の数は比丘と同様に多く増えることがない。これも比丘尼僧

伽が早く消滅したことの一因で、あったかもしれない。(律波逸提Cs:pp.449-450/

円3押，.336-337)

3. 比丘尼たちの学処は、比丘の学処より多い。比丘たちの学処は二百二十七のみであるが、

比丘尼たちの学処は三百十ーもある。その中でもある学処は、それを受持するの治宝非常に

困難である。例え比比丘尼が欲心のある男性によって鎖骨の下から膝の上の間のどこか

を触られたのを好ましく思、っただけで波羅夷罪となる。そのように学処が厳しいことも、

比丘尼僧伽が早く消滅したことの一因であったかもしれない。

4. 更に、もし比丘が還俗を望んだとして、ただ在家の服に着替えるだけでは在家に戻るこ

とはない。六智5の事柄によって戒を放棄することで捨戒し在家となる。そして、もし再び

出家を望んだならばL出家することが出来る。しかしながら、それと異なって、比丘尼が

還俗を望んだ際には学処を捨てる必要はなしただ在家の服に着替えただけで在家となる。

35心(畑)・田紬曲)・常時仏語la)・努力抑噌)・人ヤ磁界ω・識知ぐv首脳o)の六種。それそ弘
還俗を望む意思があること・戒を放棄すること・現在時であること・(その意思を努めて)言葉にするこ

と・他者に言うこと・伺いた者がその意味を)理解することを、その内容とする。
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そして再び出家することは出来ない。波羅夷罪Mである。(律小品註Cs:p.4741円'8:p280; 

律小品註臼:p.l311PTS:p.l295;律波羅夷部註Vol.IlCs:p.l03/PTS:p.516)

そのように、比丘尼の学処はたやすく破られてしまうことも、比丘尼僧伽が早く消滅したこと

の一因であったかもしれない。

5. 比丘尼たちは、比丘たちのように優婆塞・優婆夷の支援を得られず、手IJ{尋治~、ない。仏

陀と共に比丘五百人・比丘千人に食事や袈裟衣などを布施したという話は三蔵に多く見ら

れるが、比丘尼五百人千人を招待して食事キ袈裟などを布施したという話はほとんど見ら

れない。釈尊の比丘尼弟子中の第二に挙げら払偉大な補邑力のある優れた声毘ウッパ

ラヴアンナー(可制lava明亘蓮華色)長老尼は、サーヴアツティ(Sa閣制舎衛城)のアン

ダヴァナ(Ar凶JavaIJa安陀林)において、昼時に捨てられた肉を拾って料理を作り、ラー

ジャガノ、何割百五王舎坊のヴ、エールヴァナ (Veluv幽竹林精舎)におられた釈尊に供

養しようと望み、神尼亘を用いて行った。しかしその時、釈尊は托鉢中であったため、「釈

尊にこの食事を渡してください」と大錯ウダーイン (Uda戸餌官却に手技した。すると

その際、大施ウダーインが、比丘尼ウッパラヴアンナーの着ている衣カ激しいと頼むと、

「大徳よ、私たち女人は手IJ{尋カ沙ないのです。これは私の五枚目の最後の衣です。差し上

げることはできませんJ37と言った。(律波羅夷苗駐Cs:p.309/PTS:p.2仰)

この話によって、比丘尼に対する優婆塞・優婆夷の支援カサPなく、比丘尼たちの平IH尋カサPなか

ったということが明らかである。これも比丘尼僧伽が早く消滅したことの一因であったかもしれ

ない。

6. 第二結集カ終わった時、ヴァッジー(VcyJi践者)の比丘たちは、阿羅漢や大長老らの決

定に賛同せず、大衆部ω岨歯明酬ka)という名の別の音献を作った。その後、さらに異
なる十八の苗脈にまで分かれていった。その十八苗紙において上座部という原初の商羽根だ

けは釈尊の教えの通りに守り、他の苗献は釈尊の教えを自分の好きなように改修したり、

欠落させたり、組上したりした。さらにその後、それら様々に異なった宙献は統合して、

36ここでは、比丘尼料醸の服に着替えることだけで波羅夷罪になるかのように言われている。しかしなが

ら、ここでの真意は、(波羅夷罪を犯していなかったとしても)還俗した比丘尼はもう決して再び比丘尼と

なることは出来ないということである。比丘尼にとって還俗することは、あたかも波羅夷罪を犯した比丘

が二度と比丘となることが仕凍ないようなものであることから、(適切ではないであろう地今「波羅夷罪で

あるjと表現されているに過ぎない。

37 ma戸Il1khobhan低E曲頃E揖煽makiα加担l:ffi，icl温飽mear血narp伊員四narpci'四百p，煽harp命頑ma.
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大乗という名で広まった。その大乗の派の震饗によって上座部という本初の仏教は、中国

インドにいることが出来なくなり、インドから外に離れた380

これもインドにおいて、比丘尼僧伽が阜く消滅したことの一閣であったかもしれない。

7. インドにおいて比丘尼働日が消滅した後にも、スリランカには比丘尼働日粁議したが、

盗賊ブラフマナ・ティッサによる被害カ濃度も生じたため、自身らも生活に困窮していた

比丘たちは比丘尼たちを庇護することが出来なかった。女人たちは危識が多く被害を受け

やすい。

これも比丘尼僧伽が早く消滅したことの一因であったかもしれない。上記の様々な原因により、

比丘尼働日は世ぽ後五百年以内に消滅したと考えられる。

26.現代の上座部弘教において比丘尼は存在出来ない

上座部

上座部とは、第一結集から第六結集まで六度の結集をした聖典(p硝)・註釈書仇伽凶語)・

複註書(国)などの法蔵を意味する、という『働瞬臓の基礎規制 391こ従っていえは「上座

部仏教jとは、仏陀の教えを改変せず、欠落させず、加上せず、六度の結集による法蔵をそのま

ま護持する、マハーカッサパ。倒曲assapa)長老を始めとする阿羅漢たちの湖服を継承する仏陀

の教えである。

上座部仏教徒の比丘たちは、マハーカッサパ長老などの阿罪勤莫たちの時代から現代まで、仏陀

の教えを改変せず、欠落させず、加上せず、恋意的に定義せず、昔の通りに守っている。

故に、現代の上座部仏教において比丘尼の存在を承認すべきカ当否かを判断する時には、六度結

集された上座部仏教の三蔵に基づいて決定する。

27.比丘尼僧伽から具足戒を受けていない女性に比丘僧伽は具足戒を与えてはならな

1唱、

釈尊は、成道後の五年目、ヴェーサーリーの対程調誰堂における雨安居中に、養母マハーパ

38大乗仏教に関するこの記述は歴史的には全くの誤りであるが、原書の通りに訳出した。

39 Thanga Ap，加制限AchE型5an&謂勾初(丹inciples~四1TfIghaα宮'anizt脚'n)， Ch・1 ，Prn甚之， p20.

僧統によって上梓された、上座部の教学や{醐日を統制するための諸規定を言載する書。
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ジャーパティー・ゴータミーの仕僚の願いに基づき、八重法のうち第六重法で、両僧伽において

具足戒を受けなければうならないとして、両部僧受具の比丘尼を許可された。しかし、釈女五百人

が出家する時にはまだ比丘尼僧伽がなかったため、

「比丘たちよ、比丘は比丘尼に具足戒を与えることを、私は許可する」

と、比丘僧伽が刻主たちに具足戒を与えるよう、補制 (am明節制)として単制曽受具の比丘尼

を許可されたのである。その釈女五百人が比丘尼となって以降は、比丘尼となることを望む女性

は両部僧受具に従って、まず比丘尼僧伽から具足戒を受けた後に比丘僧伽から具足戒を受ける慣

わしとなった。釈女五百人以外、釈尊の時代から立誠後25∞年を越えるまで、比丘僧伽単部か

ら具足戒を受ける慣わしは上座部仏教には全く無かった。

比丘尼僧伽から具足戒をまだ受けていなし、女性に比丘僧伽が具足戒を与えてはならないこと

を、律波羅夷部註(¥bl.lCs:p.67/PTS事91)では、

その時、アヌラ一夫人は出家したいことを(デーヴァーナンヒ。ヤティッサ)王に伝

えた。王は彼女の言葉を聴いて、(マヒンダ)長老に、「大強よ、アヌラ一夫人は出

家を望んでいます。彼女を出家させてください」と言った。(すると大徳は)r大王
よ、私たちは女性を仕涼させることは出来ません。パータリプトラに私の妹でサン

ガミッター長老尼という者がいます。彼女を呼んで来てくださいJ(と言った)。柑

と述べられている。

ここで「私たちは女性を出家させることは仕沫ません」という言葉は、比丘尼たちから具足戒

を受けていない女人に比丘たちが先に具足戒を与えてはならないという意味で言ったのである。

比丘尼僧伽から具足戒を受けた単剖首受具の比丘尼に、比丘僧伽が再び具足戒を与えなければな

らないのである。そのようなことから、「パータリプトラに私の妹でサンガミッター長老尼とい

う者がいます。彼女を呼んで来てくださいJと言ったので、ある。

「私たちは女性を出家させることは出来ません」というマヒンタ哀老の言葉を嘘であると勝手

に考えてはならない。嘘であると複註書などには述べられていない。比丘尼たちからまず具足戒

を受けていない女人たちに、比丘たちが具足戒を与えてはならないため、「私たちは女性を出家

させることは出来なしリと言ったのである。

相岡町1油0戸血血nayear吋adeviI由同如踊malrutvar咽 o加司r事回sav醐 narpsutv量蜘抑制dav倒
“創叫ab凶蹴缶、在帥b司也岨踊，戸bb司d盟国1'ti，narna岡宮ijaaml蜘 11111曲 19arr町帥同etwpkapJ:曲，I邸単Itte
panarna:メ瑚M噌 I宜釦岬町伽凶阻・煽四首脳，岡戸kkJ舗凶"
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28.単部僧受具制は消滅した

比丘僧伽単部から具足戒を受ける単調首受異命tlを釈尊が無効とされなかったため、単部僧受

具制はまだ消滅していなし也、ある学僧たち41は考えている拡単部僧受具制はすでに無効とさ

れたことは砂抑励;-，樹、237)に、

「両部僧受具とは、(比丘尼カ今比丘たちの面前で具足戒を受けて出家することを禁じ

た拡以降も比丘僧伽単部から具足戒を受けることがあるのを恐れられて、このように

両副曽受具と仏陀が説かれたと知られるべきである。J42 

と述べられてし唱。

29.概要

この均批均iddhi・仰の一説は、『衛剥波羅夷部 (Paraj助政明お)・捻堕法

ω'iss，匂鶴崎明ゆ)・「涜故衣学処」伽伽抑制崩ゆ油)で説かれている、「比丘尼」とい
う語を解釈する、(同学処に対する経分刑の)r.比丘尼とは両部僧受具した者のことである」

(bhi凶 1岨凶ma幽蹴明酔upasan脚 ma)という一節を明らかにするものである43。

「比丘尼とは南部僧受具した者のことである」という解釈は、涜故衣学処における「比丘尼J

という語についてのもので、「比丘尼とは比丘・比丘尼の両僧伽から具足戒を受けた者である」

という意味である。

そこで複誼書の融市は、「比丘尼には、比丘たちによって出家する比丘尼、比丘・比丘尼の両

僧伽によって出家する比丘尼と二種あるのに、何故に「両部僧によって具足戒を受けなさい」と

41 A品IIトλ化iksaV¥¥III血(アシン・アーディッサワンタ)のことであろう。本稿前篇pp.105・107およひ澗註31

を参照。

42均・如buddhi-t耐原文は以下の通りであるが、本書では適宜に言葉を補った上でミャンマ一語訳されてい

る:耐政mIPghel.IPIS3l1lPlIlI創出凶曲町santikeu伊制収曲y百戸盆池畑比昆凶am伊叫釧噸町別lV¥脂血

v蜘 b同』なお、この一文については凋Hで詳しく述べられている。

43捨堕法第四条働槻尼涜故衣戒:rいずれの比丘といえども、非親里の比丘尼をして、故衣を涜わしめ、あ
るいは染めしめ、あるいは打たしむるならば、尼薩香波逸提である。J(羽田盟副総加a館副kaya

bhikl曲 E柄F威明civaIllqldho喝阿yav量 I鳴Jeyyavã~咽peyyavえ凶姐串戸m同d凶戸1ll.) (平JII彰著作集第

15巻『二百五十戒の研究回、 124頁);同経分別「比丘尼とは両部僧受具した者のことである」

(bbikl也画面m雌撒胤m.gl別問E脚画)CS. p. 307/PfS.111， p. 206 

-152一



(44) 

ミャンマ一国家僧統委員会編『比丘尼についての裁定資料j(サッチャー)

移噂は説かれたの判との疑問に対し、

「比丘尼には、比丘たちによって出家する比丘尼と、比丘・比丘尼の両僧伽によって出家する

比丘尼とのこ種ある。比丘たちによって出家して比丘尼となることは既に無効とされたが、その

比丘たちによって出家する比丘尼たちがさらに含められることを恐払以降は含められないよう

に「両部僧によって具足戒を受けなさい門と釈軒濃かれたのである」と複註書の縦耐記し

ている。

さらに、単制鰻具制の消滅したことを、均・仰の一節句虫)では、

「これが、ここで意味する比丘である(ay.upima駆的制readhi昨蜘刷剖叫という

言葉lネ既に無効となった三帰得具足戒を許可されたと思い込むことを恐れられて

説かれたのであると、ウパテイツサ (l刷協a)長老は言われた。位自去をなした比丘

が波羅夷の)指邑となり得るということについて、その三廟尋具足戒も説かれた

ら、以前既に無効となった三帰得具足戒を、再びそのように説かれる(釈尊)治宝許

可されたという書癖や疑いが比丘たちに生じるので、(そのヨ帰得具足戒は)説かれ

なかった、と言われたのである。その言葉li，1.比丘尼とは両部僧受具した者のこと

である」というこの一節に当たる。この「比丘尼とは両嗣曽受具した者のことであ

る」という言葉は、務改などの比丘尼たちに許可された比丘単制曽受具がそれ以後

も適用されることを恐れて説かれたものであるJ45 

判湖国的留婦leu戸棚明皿量的hikld曲laIJl銅I雌ke可車総理Jadayap!ti凶曲踊包必1llIP伊舗噂bhay量町碕lVl胞凶
ved血bImP
崎町咽岨llSmiIpat曲E婦均戸川幽抽耐戸依出世孟yaS8l1llJ3伊国泊戸捌伊d伽amJ踊句別組噌肢車両
U伊国伽時雌yabha枕醐lpsandl歯.ya畑町司piVl肱帥be戸駄脳t舗がsap.ma町剖1羽必蜘JaamJ館協量H
bh脳血悶悶∞泊gjihovavir醐 vau既婚ati，1asma na vl雌刊加l1hoti，同f加出lurnnamaubl蜘倒柑le
uresan胆nna"世柄ci.161)im画創neti.i也地i品加必町制I鑑蜘1戸sam間話卵細卵加岨耐嗣n胸IJl.
ここで註釈されている律本文は以下の通りである:

「いずれの比丘といえども、諸比丘の学と戒とを具足しつつ、学を棄てずして、(また)力弱きことを明言

せずして、姪法を実行するならば、乃至ミ畜生とするに至るまで、波羅夷にして、共に住すべからざるな

り。Jゆ岡田凶耐rubl耐耐間企胸中醐岨pmno脳間郁朗幽:ya白出帆1抑制刷出血m

品arnm明1帥節句yaru血阻曲師吋曲師戸民同司b 凶咽制加，)(平JII彰著作集第15巻仁百五十戒

の研究日、 157・158頁〕。

「比丘とは、乞求比丘・乞求に従事する意味の比丘・智雄肢を着する意味の比丘・名字比丘・自称比丘・

喜和じ丘・ヨ帰依により具足戒を得た比丘・賢比丘・堅比丘・有学比丘・鮮学比丘・和合僧伽の白匹蝿磨

により、遮難なく処を得て具足戒を得た比丘である。この中、かの和合僧伽の白四濁磨により、遮難なく

処を得て具足戒を得た比丘、これ埼玉三ここで意味する比丘であるJ~凶幽副凶耐Jak:oti幽khu，

凶ikId語cari戸m司jluqn伊閥悦也khu，b油田陣a臨oti凶幽ru，盟国節伽凶ikIdrU，同踊yabl北khu，el重
bhikld百1世M世必ru，fil世罰百羽伊manehiu戸国n耳lIIlIIlOtibhikkhu， bhadro bl温必ru，盛m凶1ikIdrU，st拙 obhikkhu， ast必p
bl1匙khu，samagg四組噌lenana組制雌1e1Jakammena北l亭阿国世歯歯泣溜鼠uj:XI舗碍圃lUlO首脳出ru.帥ayv百戸m
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と知られる。この均仰の言葉で単制曽受具制は既に消滅したということは明瞭である。他に

も比丘単制陵受具比丘尼について律波羅夷部註(VoI.II.Cs苧242JPfS:p.“，2)には、

「比丘らの面前で具足戒を受けたのは釈女五百人である」

とあり、 Sarat如、bl.mp.43やVil1叫VoI.lI.p.21には、

「比丘らの面前で具足戒を受けたのは釈女五百人あるいは仕七丘から)性転換して

(比丘尼となった)者らである」岨

とあり、品切伽同1且 pp.111-112には、

「そのとき、マハーパジャーパティー・ゴータミーと一緒に行って出家した釈女五百人

は、比丘僧伽だけによって具足戒を受けた、単部借受具の比丘尼である」

とある。

凶幽国組n時伊nsa帽leIJa耐品制組JeIJa同盟国草創早問n伽血泊四UP1S!IIl1岡田o，aya甲皿asmbpattIJ陪
adhippeωbbild也凪)(CS.p.28/PTS.p.24) (平川前掲書176頁)

岨比丘と比丘尼の世叢識については律に以下のような記長卸2あるのは事実だ抗それは比丘尼の単醐曽受具

が現在において認められないことの根拠には全くならない。

知nkho pma samayenaa鑑祖国四凶匙kIrUnO凶量出伊m同制lbhi加!photi.1:ha昼前蜘御rnat1harp盈OCe&II)l.
“制弱凶mi，bln凶I3Ve，町yevau岬町凶nevaupasar明白!p伽y悶羽踊血bln出田由isa噸悶同y量栴均10
bh幽曲l3!pbln凶1UI副剖曲早ata毎醐yobl盆khw歯l3!p剖岨kevu紺融up.y量5抑制iyobln出血l3!p凶組四副
aSadI歯司揖偏重2伊個並ar煽伊tfi"乱
儲nkho戸m邸 myenaa鑑凶加盟議bln刷四世y句凪剖iIi伊m凶tubl曲!photi. bhag声V蜘創E国tharp盈∞偲up.
‘削除歯凶，脱水khaVe，岡yevaupyjharp凶nevau問lIlJl'由m箇niyeva羽崎直拙魁世間期llIItI.I!p.ya柏町o
bln出回歯l3!p凶幽副首剖曲早ataiiI醐yobln脳血町阻止.eVl柑融up.y拘創世yobln凶四歯l3!p凶幽副首
岨伽輔副5伊耐岨阿問(Mv.Parajikaka岬，Patham咽z司ika，Vi凶刷出I，CS.Vm 1 p. 43/ PTS: vi皿 1

p35;南伝方議経第一巻律蔵:-55頁)

その時一人の比丘に女根が生じた。世尊にこの意義を述べた。「比丘たちよ、(比丘だった時の)その同じ

和尚、その同じ具足成その同じ法撤と、比丘尼たちと共住することを私は許可する。比丘たちの比丘尼

たちと共通な罪は比丘尼たちの前で出罪することを私は許可する。比丘たちの比丘尼たちと共通でない罪

については無罪である。」と。

その時一人の比丘尼に男根が生じた。世尊にこの意義を述べた。「比丘たちよ、(比丘尼だ、った時の)その

同じ和尚、その同じ具足成その同じ湖鼠と、比丘たちと共住することを私は許可する。比丘尼たちの比

丘たちと共通な罪は比丘たちの前で出罪することを私は許可する。比丘尼たちの比丘たちと共通でない罪

については無罪である。」と。

漢訳諸律にも対応筒所がある(四分偉大正22巻p.813b;五分怯同p.ll9a;十議偉大正23巻p.295a

-b及び456b;麿可僧祇徐大正22巻p.547c)。なお、比丘と比丘尼の世転換の問題については、他の

種々の資料と共に詳細に検討した}11踊を準備している。
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養母ゴータミーと共に出て来た釈女五百人と比丘から性率換した比丘尼だけが比丘単制曽受具

比丘尼であると述べられているため、釈女比丘尼五百人と比丘から性転換した比丘尼以凡他

に比丘単制曽受具比丘尼はいなし3と確定していることを覚えておくべきである。

30.単部僧受具によって比丘尼になることは既に不可能である

比丘単制曽受具は元来、養母マノ、ーノfジャーノfティー・ゴータミーと共に宮殿を出た釈女五

百人のために認められたものである。それによって比丘尼になることを(後に仰初滑に)禁

じられなかったため、現在も比丘単制普受具により比丘尼となることは可能であるとある人々

らは考えているようである。それ放に、比丘僧伽だけによって女人が比丘尼となることは既に

不可能であることを、少し説明する。

上に示してきたことをより詳しく撫すするだけでも、今や比丘尼たちがもう存在し得ないこ

とを受け入れられるであろう。しかしながら、比丘単部僧受具によって比丘尼となることを、

仏陀は禁じられなかったと、ある人々は詳解した。実は、比丘単部僧受具によって比丘尼とな

り得た時は、いまだ比丘尼僧伽カ嘱かったために、特例として許可されていたに過ぎない。比

丘単剖曽受具により比丘尼となることを許可される前から既に制されていた八重法における、

仁年眠六法を守った式叉廟陥、両僧伽から具足戒を受けることを求めなけれ

ばならない。この法に遵って生酒巴しではならない」

という第六重法で、比丘単制曽受具によって比丘尼となることは、既に禁じられていたのであ

る。

八重法は制(伊節制)ではないと言う人々は、律的随 (Parivãr~舛i) に説かれている九つの

制Cnav叩幽剥)に気づいていないと思われる。実は間随で、の九つの制にある不随日制

(組司胆m時現出ati)とは八重法のことである47。そのようなことから、

「アーナンダよ、それと同様に、私は比丘尼たちに八重法を予め制したのである。生

涯犯してはならない」唱

47伊他凶，祖国戸臨tti，aI1UslII1Il3伊幽組，副回世回伊鑑幽，I凶闇伊錨凶，剖歯百羽伊話出，a剖歯司声伊幽組，

依級事抽飽，ubha旬伊節制.(Vi血pari由乱CS.p.l / PTS.p2) I制、随制、不臨E制、遍制、限定制、共通

制、不共通机単樹齢IJ，.両部僧制」。

48 evameva kho Ananda may量F闘世acrevatt虫khw歯師柑国伊udhamma凶勉甑，yav!yIVlllp anatikkamunya 

(臼jav裕g;lCs.p.447/PTS.p.目25η.本稿前篇p.l16参照。
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と釈尊は説かれたのである。僧付随註 (α:p.1381円匂'.13m)にも、

「詳しく言うなら民この不脳鴎Iとは、罪を犯すのを予防する制である。その存殖

犯制は八重法として比丘尼のためだけにある。他にはないJ49 

と説かれている。

(47) 

八重法は、比丘尼たちにとって命と同様に護持すべきものであるため、比丘尼僧伽がある以上

は護持すべきであると望んで、比丘尼たちの晴矢であるマハーパジャーパティー・ゴータミーが、

比丘尼となる前から制されたのである。

比丘尼たちカ清載するために最も重要な制である八重法を護持しなければ、比丘尼たちは存続

することは出来ない。その八重法にある比丘僧伽・比丘尼僧伽の両僧伽から具足戒を受けること

を求めなければならない (ubha蜘明酔~pari~加技場)という制を尊重せずに、比丘僧

伽単部によって比丘尼となることは、比丘尼僧伽ゑ帝読するために最も重要な律時計Fに違犯する

ことである。比丘尼僧伽カ帝読するために最も重要な律制に逝Eして比丘尼となった比丘尼は、

律に従って生きている上座部仏教徒たちには受け入れられない、名目だけの贋物の比丘尼である。

本物の比丘尼とはなり得ない。

その贋物の比丘尼たちに従って、現代において両部僧受具の比丘尼となる人々は、本物の比丘

尼ではないことは言うまでもないことであろう。この重法の制により比丘単制曽受具によって比

丘尼となることは既に無効であるから、比丘単制曽受具という言葉を説明する全ての詰芳曹や複

註書などに、比丘単部僧受具によって比丘尼となることを許可された事由は釈女五百人と比丘か

ら世章旗した比丘尼たちだけであると、述べられるのである。パーリや詔芳晴や複註書などを詳

しく撫すしてみれ民比丘単制曽受具によって比丘尼となることは既に禁じられていることを、

疑いなく受け入れられるであろう。

両部僧受具重法(曲凶旧制捌脚ma-匹 d町田苗)は既に制されていた瓜いまだ比丘尼僧伽

が成立していなかったため、釈女五百人のため特例として比丘単割曽受具制を許可されたのは、

法主51・法主2である釈尊の、仏陀の境界53のみによる。現:ft.比丘尼僧伽は存在していないため、

比丘単制曽受具によって比丘尼となり得るとして、仏弟子.54たち治場噂の重法を犯すことは全く

49句明lhianuppum伊鑑副曲m岨明溜medose戸幽鋸，sa柑砲事岨liIIIlIIl8VlISdbt虫祖国量lIIIJI戸羽~a伽岡

n訓u.(Vin.Pari曲珂帥aIha.CS. p.138/PfS.p.13ω) 

却 v祖国拘伊甜包Iti.
51 dhanuniss置乱
担 dhar盟国鋪mi.
53加ddhavi錨ya.
54 sa'羽凪
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相応しくない。そのようなことから、比丘尼僧伽の湖陶2消滅した現代において、比丘たちのも

とで比丘尼となり得るとする見解は誤ったものであり、正法のために非常に危険な思考である。

31.単部僧受具によって比丘尼となることカ精に禁じられなかったことについて

仏陀となられたばかりの成道初年には、比丘たちのために、帰依によって比丘となること(三

帰得具足元むを許可されていた。しかし後年、三帰得具足戒を釈尊自身は無効とされたのとは違

い、釈女五百人のため許可された比丘単醐曽受具によって比丘尼となることを無効とされなかっ

た。このことと、三帰尋具足戒を無助とされたことを上i先交して、披剰を加えたい者があるかもし

れないため、これについて説明する。

三帰得具足戒を許可されたことと、比丘僧伽単部によって比丘尼となることを許可されたこと

とは同様ではない。

「比丘たちよ、今より、諸々の地方において(人を)仕尿させ具足戒を与えることを

許すJ55 

と、律大品(Cs:p.29/PTS:p.22)において、三帰得具足戒を許可された。それは全ての出家を求め

る人々のため、その人々のいる全ての地L方において許可されたもので、あって、広範に渡るもので

ある。そのように、広く許可された三帰得具足戒を無効とされなかったならば、以降も(その出

家法カカ継続されたであろう。その故に、三!崩尋具足戒の許可を、釈尊自身が無効とされたので

ある。

比丘尼たちのために、比丘単部僧受具すなわち比丘{曽伽単部によって比丘尼となることを許可

されたことは、三帰得具足戒の許可とは全く異なる。比丘単制普受具を許可される前から、比丘

尼たちの存続のために最も重要な制である ο¥)重法命lJ56において、比丘僧伽・比丘尼僧伽の両

側日から具足戒を受けることを求めなければならない(由h蜘明酔明細npadapari:，.es紬国)

という制が既にあり、比丘単部僧受具を、釈女五百人が比丘尼となるためだけに、マハーパジャ

ーパティー・ゴータミーの願いに依って許可されたのであって、後にそれを)特に無効とする

必要は無かったのである。第六重法によって、それは(本刺句には)無効とされているのである。

よって、註釈書や複註書などにおける、比丘単部僧受具比丘尼についての全ての解釈は、釈女の

比丘尼五百人と比丘から性転換して比丘尼となった者たちだけを対象として述べられたものと

55 3I可盈曲凶bhi副首ve回世leva窃x崎別箇創価却岡』回明nap必倒l戸蹴希ethaupa邸時掘削乱
56伊叫13ll1IIla-Jl誠勉tti
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しているのである。このことだけで、現代においては比丘単部僧受具すなわち比丘僧伽単部によ

って比丘尼となることの許可が、もはや無効となっていることは、疑いの余地カ鳴いことと知る

べきである。

32.比丘たちは女人を沙勃泥にさえしてはならない

比丘たち比比丘尼僧伽から具足戒を受けていない女人に具足戒を与えてはならないだけでな

く、比丘たちは女人を沙勃侶にさせることさえ出来ない。それを律大品註(防旬砕Aゐha¥暗伊

A{fhakaha) p.248幻には、

「そのように、比丘だけにより甥性は)仕嫁する。 L比国以外の者は男性を出家さ

せることは出来ない。比丘尼以外の者は女性を(出家させることは出来ない)oJ沼

と説かれてし唱。

33.決議の概略

上に示した通り、律本文、註釈書、:複註書などに、以下のように述べられている。

(ka)八重法の第六重法に「比丘僧伽・比丘尼僧伽の両僧伽から具足戒を受けることを求めなけ

ればならない」と釈尊自身が制されていること。

似国)比丘単制曽受具制は、比丘尼僧伽が未だ存在しなかった賎釈女五百人のためだけに許可

された補制であること。

(伊) その比丘単制曽受難lも既に無効となっていることが、(複註奇妙aて述べられている

こと。

(ゆa)比丘尼僧伽から未だ具足戒を受けていない女人に、比丘僧伽は具足戒を与えてはいけない

と誼芳曹において直接に述べられていること。

(勉) (.比丘僧伽より)先に具足戒を与えるべき比丘尼僧伽の法脈が既に消滅していること。

(吋 釈女五百人と比丘から世家換して比丘尼となった者以外に、比丘単部僧受具比丘尼は存在

しないこと。

57律大品大蝿支出家事(Vimya脳動噂抽』酎l3IldhakaPabmjj生繭)

58町間1馳 klmr蜘戸b1njitol:XJti， P.UiSaIP. hi組品。伊崎制1m凶副，n曲』脚l8IP凶耐mr働組品。
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以上のことから、「現代の上座部住教において比丘尼は全く存在しない。また、比丘尼になる

ことは全く不可能である」と知るべきである。

34.現代の上座部仏教において比丘尼になり得る可能性を仮定として示す

現代の上座部位教において比丘尼となる機会はもうないということを、根本原員1]59によって詳

しく記したが、これ以上の疑念治喰らないように、比丘尼になれる機会があることを仮定ωによ
ってさらに示す。Vimati.Vol.Ilp.21に、

「比丘らの面前で具足戒を受けたのは釈女五百人あるいは仕ヒ丘から)性転換して(比

丘尼となった)者らである。彼女たちは単制曽受具であった。教授する比丘は必ず波

逸提である。J61 

とあり、助創胸、'01皿p.43には、

「比丘らの面前で具足戒を受けたのは釈女五百人あるいは批丘から)性転換して(比

丘尼となった)者らである」位

とあり、院がrap.238に、

「比丘から佐東換して(比丘尼となった)者らは釈女の比丘尼五百人のように単部僧

受具となる。」 ω

と述べられていることにより、男a性の比丘が男帯4から女帯百に変わった者は、比丘尼僧伽から再

び具足戒を受ける必要はない。男性の比丘として比丘僧伽から受けた具足戒は段損していないた

め、釈女の比丘尼五百人のように単制首受具の比丘尼である。

そのような、比丘から性転換した単制首受具の比丘尼たちを、もし辺境(Pl砿溜rta-desa)の土

地では五人面、中国側福凶na-d闇)では十月7集めることが出来たならば、まずその比丘尼たち

59 pakati ni:戸E乱
曲問主待相・

61 bhikkl曲JaIllsar百keu戸捌耳湖面幅四戸riv胡叫泊gava戸ncasa白扇ki両首yo喝，eta開naek蜘可lIISaII明m語
0"油園調同d凶yarneva
62 bh脳血JaIll組曲:eup!蜘脚画面四阿v柑凶泊gava戸ncasa凶 ki掃血yova.
63 bh幽m皿幽伊問iv姻JaIle位制U伊sam阿岨戸羽細菌ヰ醐副戸曲師、~ya.
制卯応泡ー崩事

65焔温-.

師開加vagga.辺境の地方で比丘が十人存在しない場合は、五人による受具が許される。

67伽 va部.受具足戒は本刺甘には十人以上の比丘が界内にあって、その全員の許可を得ることに依って成

v
h
d
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から具足戒を受けて後に比丘僧伽によって具足戒を受けることにより、以足首尋具足戒の比丘尼

となることが出来るであろう。

そのように言うことは出来るけれども、現実として男性の比丘から性転換して比丘尼となった

比丘尼僧伽の五人または十人を同時に探し出すことは、ほとんと亦可能である。もし比丘から性

転換した比丘尼僧伽の五人または十人を見つけ出すことが出来るのであれば、(正統的比丘尼

となる可能性があるということを知らせるため、また更なる舵釘我らないようにするために、

仮定によって述べたと考えるべきである。

例えば、五無間野における破僧穀の報いは一劫加のあいだ続くことを示そうとする時、「世

界の成劫であれ柱劫であ払破僧によって阿鼻地叡lにあり続け、壊劫の世界が誠びる時となっ

てようやく阿鼎幽試から出ることが出来る。しかし、もし明日世界が詰む;ならは今日嗣曽業を

犯したとしても、明日府県樹謝も出られるであろう。一日だけ地試に落ちるのだ」などと述べ

てから、「だが、そのようなことはありえない。J(evmp岡田町岡町姐).!::o r分鵬命註釈』
(Samma伽 d刷物i)や『増支部経典註釈J(Mguttan砂場ル抑制や『中部経典後分註釈』

([抑和明伽Q抑制加)などの註釈書にて説いているのと同様である。 η

これら註釈書の「明日世界が滅ぶなら瓜今日破僧業を犯したとしても、明日阿鼻蹴から出

られるであろう。一日だけ地獄に落ちるのだ」という言葉は、破僧業はー劫中の報いをもたらす

ことを言う際、世界が滅びる一日前に破僧を犯したとしても、世界が滅びてしまえばその報いも

終るであろうということを述べるために、仮定によって示されたもので、ある。

しかしながら、世界が滅びる一目前に破僧業を犯すことはありえない。破僧しようにも、その

ときには既に僧伽なと雫躍しないためである。それと同様に、もし比丘から性転換した比丘尼の

僧伽五人または十人があれ瓜現在においても比丘尼となれるであろうという言葉も、あくまで

比丘から性転換した比丘尼の僧曲匝人または十人があったならば比丘尼となり得ることを、更な

る疑念カ我らないようにと、仮定して述べたのである。しかし比丘から性転換して比丘尼となっ

た者の{蹴伍人または十人を集めることなどありえない。

上に「現代の上座部仏教において比丘尼は全く存在し得ない」という言葉を、根剥京則によっ

立する0

68戸踊m幽明kamma

相 m柑nbI政lakamma.fl曽命日の和合を破る行為。

70 kaPJ:a仏教の世界観における一つの宇宙の誕生から滅亡までの宇宙論的時礼一劫はまた、成劫・住劫・

壊劫・空劫に分けられる。

71 AvicI.絶え間ない苦しみに苛まれ続けるという最下層の地d乱
72 samn却加抑制'i-a!I帥幼a.pp.409410ゆ靭脚-a-a{!I働制.ぬUp357/[抑制wa仰が幻畑'hii.p.78
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て論じた。そして、根本源則によって述べるべきことも、 Sarattha.Vol.ll.p.399には、

「この(学処)において、(比丘尼ω五百人の釈女たちについて、及び比丘となって
から性転換した比丘尼たちについては、単剖曽受具の比丘尼であり得るが、根本掠則

のみによって示すために「比丘尼とは両部僧受具した者である」と(釈尊が)説かれ

た。」乃

と述べられてし唱。

それを詳しく言うならば、満投拘戎における、「いずれの比丘と言えども親族て'はない比丘尼

に(古い袈裟衣を洗わせたり、染めさせたり、打たせるならは捨堕である)Jという条項(学

船での「比丘尼jという言葉の解釈について、「比丘尼とは両部僧受具した者である」と釈尊

は説かれた。この学処において、単部僧受具比丘尼と両部僧受具比丘尼のいずれの場合でも、領

族ではない比丘尼に)古い袈裟衣を洗わせる比丘は罪74となる。この「比丘尼」という言葉には、

釈女の比丘尼五百人と比丘から性転換して比丘尼となった者たちである単部僧受具比丘尼も合

意される。

そのように言えるけれども、その釈女の比丘尼五百人と比丘から性率換して比丘尼となった者

たちは、通常の比丘尼ではない。釈女の比丘尼たちは、比丘尼僧伽が成立する前の少しの期間だ

け比丘尼としてなり得たのであり、比丘から倍率換して比丘尼となった者たちも極めて稀な比丘

尼である。両部僧受具比丘尼だけ針重常の比丘尼である。その通常の比丘尼をこそ優先して表し

たいために、「比丘尼とは両僧伽から具足戒を受けた者のことであるJ(出凶1凶曲m

1帥獅明暗eupa姐 I脚宣言)と説かれたのである。

「現代の上座部仏教において比丘尼は全く存在しない。また、比丘尼になることは全く不可能

であるJとの上記の言葉は、比丘から性転換して比丘尼となった者の僧伽五人あるいは十人を集

めることが出来るならば、比丘尼となり得るけれども、その比丘から位転換して比丘尼となった

者出直常の比丘尼ではないし、比丘から性転換して比丘尼となった者の僧伽五人あるいは十人を

集めることもありえないことから、そう言ったのである。以上のようなことから、「現代の上座

部仏教において比丘尼は全く存在しない。また、比丘尼になることは全く不可能である」との言

73 ettha kiftcapi凶田副晶戸泊四四senabhi刷曲国ve畑 v富岡i羽雌凶泊自由.yabl虫ldnmiy昌也羽sena依蜘
UJXlSalI明岨bhi出町並凶対凶，凶歯戸戸凶血同mava銅賞四郎副崎lbhi脳血盛naub也知錨柑le
up;闘E胆m雌 H胸 m
74 a戸組目出家者として為すべきでなしイ子い。違反行為。
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葉を、如理作憲75、浄{言76、及び智慧と相応した心打、そして大いなる善L刊こよって受け入れら

れんことを。

百 yoni田manasi同胤
76卵細四組組乱

77自負幽mI臨界胸
78 mal語kusalacitta.

2003年 9月 17日
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